
令和 5年７月足 立 史 談第 665 号

の
歴
史
が
わ
か
る
古
文
書
を
紹
介
し
て
下

さ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

ご
先
祖
の
絵
師
、
文
渕
も
普
段
は
御
神

領
の
重
役
、
大
農
家
で
あ
り
実
名
の
舩
津

久
五
郎
重
許
（
ふ
な
つ
・
き
ゅ
う
ご
ろ
う
・

し
げ
も
と
）
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
六
七
年
前
に
亡
く
な
っ
た
文
渕
は
、

い
ま
舩
津
家
近
く
の
墓
所
で
、
し
ず
か
に

眠
り
に
つ
い
て
い
ま
す
。

※
文
渕
の「
渕
」は「
淵
」も
用
例
が
あ
り
ま
す
。

　

  （
学
芸
員
・
文
化
遺
産
調
査
担
当
係
長
）

ヒ
デ
子
さ
ん
の
ご
厚
意
で
、
桐
の
軸
箪
笥
や

衣
装
箱
等
に
収
納
さ
れ
て
い
た
多
く
の
資
料

を
拝
見
で
き
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

古
文
書
に
は
絵
師
の
谷
文
晁
か
ら
与
え

ら
れ
た
雅
号
の
授
与
状
（
図
１
）、
酒
井

抱
一
か
ら
谷
文
晁
へ
送
ら
れ
た
手
紙
を
は

じ
め
「
註
文
簿
」
や
日
記
も
見
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
美
術
資
料
で
は
縮
図
帳
、
粉
本
、

印
譜
を
は
じ
め
谷
文
晁
の
印
章
類
に
至
り

ま
す
。
本
画
も
伝
来
し
て
お
り
、
と
く
に

天
保
八
年
（
一
八
三
七
年
）
に
師
の
谷
文

晁
か
ら
与
え
ら
れ
た
波
濤
雲
龍
図
（
図
３
）

は
師
弟
関
係
を
物
語
り
ま
す
。

２　

墓
所
を
た
ず
ね
る

　

文
渕
に
ま
つ
わ
る
場
所
と
し
て
墓
所
が

あ
り
ま
す
。
舩
津
家
近
く
に
位
置
し
代
々

の
お
墓
と
と
も
に
文
渕
夫
妻
が
葬
ら
れ
舩

津
ヒ
デ
子
さ
ん
が
丁
寧
に
維
持
さ
れ
て
い

ま
す
。（
図
２
）

　

さ
て
舩
津
家
と
の
お
付
き
合
い
で
す
が

一
九
九
〇
年
代
に
入
り
、
当
時
の
御
当
主
、

舩
津
金
松
さ
ん
か
ら
上
野
の
東
叡
山
寛
永

寺
領
（
御
神
領
）
で
あ
っ
た
足
立
区
西
部 
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舩
津
文
渕
（
一
八
〇
六
～

五
六
）
は
、
江
戸
時
代
の
後
半

に
活
躍
し
た
谷
派
（
谷
文
晁

一
門
）
の
絵
師
で
す
。
文
渕
の

画
業
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た

の
は
、
七
年
前
の
平
成
二
八
年

（
二
〇
一
六
年
）
春
の
文
化
遺
産

調
査
特
別
展
『
美
と
知
性
の
宝

庫　

足
立
』
で
し
た
が
、
そ
れ

ま
で
は
一
部
の
専
門
家
の
間
で 

の
み
知
ら
れ
た
存
在
で
し
た
。

１ 
古
文
書
と
美
術
資
料
と
作
品

　

舩
津
家
は
、
現
在
の
江
北
、
沼
田
村
に

居
を
構
え
て
い
ま
す
。
区
内
で
は
名
勝
荒

川
堤
桜
（
江
北
五
色
桜
）
に
深
く
関
わ
っ

た
舩
津
静
作
が
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
文
渕
が
遺
し
た
資
料
群
に
出

会
え
た
の
は
平
成
二
六
年
（
二
〇
一
四
年
） 

五
月
の
こ
と
で
し
た
。
現
御
当
主
、
舩
津 

お化け煙突 60年④ …お化け煙突 60年④ …

（１）

P4P4
大久保家資料の紹介⑥紙屋と問屋たちの古写真 …大久保家資料の紹介⑥紙屋と問屋たちの古写真 …

文化財デジタルマップ …文化財デジタルマップ …P2P2

図２ 舩津文渕の墓（足立区江北）
左側面に「舩津文淵」と絵師名
が記されている。

図１　谷文晁による雅号の授与状

図３　谷文晁「波濤雲龍図」
正月の描き初めとして文渕
に贈った作。

P2P2
はい文化財係ですはい文化財係です㊳㊳文化財の修理 …文化財の修理 …P3P3

文
化
遺
産
を
伝
え
る
史
跡
②

　
谷
派
の
絵
師
、
舩
津
文
渕
の
墓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

多 

田 

文 

夫



令和 5年７月 足 立 史 談 第 665 号

　

文
化
財
や
、
寺
社
等
に
立
っ
て
い
る
説

明
板
・
標
柱
な
ど
の
所
在
地
を
示
し
た
文

化
財
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
（Google

マ
ッ
プ
）

を
公
開
し
ま
し
た
。

　

史
跡
め
ぐ
り
に
活
用
で
き
る
ほ
か
、
読

み
物
と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、

一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
利
用
方
法
】

　
「
足
立
区
文
化
財

デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
」

と
検
索
す
る
か
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
取
る
な
ど
し
て
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

方
々
は
、
そ
う
し
た
足
立
の
美
術
を
支
え

た
人
々
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
お
写
真
と
人

物
に
つ
い
て
ご
存
知
の
方
な
に
と
ぞ
情
報

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

確
保
し
て
い
る
の
が
見
え
ま
す
。
人
見
梁

の
長
さ
は
当
時
の
商
家
の
「
自
慢
」
で
し

た
。
ま
た
二
階
も
重
厚
な
つ
く
り
で
、
ど
っ

し
り
と
し
た
雰
囲
気
を
伝
え
て
い
ま
す
。

■
千
住
の
問
屋
衆　

下
に
掲
げ
た
写
真
は

千
住
の
問
屋
衆
が
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二

年
）
に
箱
根
の
大
涌
谷
に
、
出
か
け
た
時

の
記
念
写
真
で
す
。

　

当
時
の
南
足
立
郡
千
住
町
の
方
々
の
お

名
前
が
裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
（
左

下
参
照
）。

　

こ
れ
を
見
る
だ
け
で
も
地
漉
紙
問
屋
で

四
丁
目
の
大
久
保
伊
助
氏
（
名
前
２
筆
目
）、

同
じ
く
横
山
佐
助
氏
（
同
３
筆
目
）、
川
魚

問
屋
で
仲
町
の
内
田
與
兵
衛
氏
（
同
４
筆

目
）、
薬
問
屋
で
同
じ
く
仲
町
の
若
田
太
右

衛
門
氏
（
同
５
筆
目
）
と
続
き
ま
す
。
最

後
の
加
藤
幸
三
郎
氏
は
千
住
町
長
を
務
め

た
方
に
な
り
ま
す
。

　

大
久
保
家
は
舩
津

文
渕
の
絵
馬
を
、
横

山
家
は
狩
野
寿
信
の

屏
風
、
内
田
家
は
酒

合
戦
の
大
盃
に
絵
巻

を
、
若
田
家
は
千
住

の
琳
派
絵
師
、
村
越

向
栄
の
屏
風
と
い
っ

た
よ
う
に
、
現
在
の

文
化
遺
産
調
査
で
ご

紹
介
し
て
い
る
地
域

の
美
術
品
を
伝
来
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
お
写
真
の

　

紙
屋
大
久
保
伊
助
家
に
は
、
こ
れ
ま
で

ご
紹
介
し
た
古
文
書
、
美
術
品
の
ほ
か
古

写
真
も
伝
来
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
、

ご
く
一
部
で
す
が
２
点
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
地
漉
紙
問
屋
、
紙
屋
の
建
物　

左
の
古

写
真
は
、
紙
屋
伊
助
の
様
子
を
伝
え
て
い

ま
す
。
手
前
の
道
路
は
日
光
道
中
の
旧
道

で
、
西
側
に
あ
っ
た
二
階
建
て
の
大
き
な

商
家
で
す
。
千
住
四
丁
目
の
西
側
、
現
在

の
四
丁
目
十
八
番
に
あ
た
り
ま
す
。
店
の

一
階
軒
下
に
見
え
る
人
見
梁
（
ひ
と
み
ば

り
）
が
、約
２
間
（
三
・
二
ｍ
）
と
１
間
（
一
・

八
ｍ
）
程
も
あ
り
、
大
き
な
店
先
空
間
を

（２）

【
裏
面
文
字
の
翻
刻
】

大
正
十
一
年
四
月
十
八
日
、
箱
根
登
山
記
念

　

大
涌
谷
ニ
於
テ
撮
影
。

金
坂
芳
太
郎
殿

大
久
保
伊
助

横
山
佐
助
殿

内
田
與
兵
衛
殿

若
田
太
右
ヱ
門
殿

山
崎
雅
吉
殿

河
合
欣
三
郎
殿

加
藤
幸
三
郎
殿

文化財デジタルマップ（Google マップ）
（問先：文化財係　０３－３８８０－５９８４）

大
久
保
家
資
料
の
紹
介
⑥

　
紙
屋
と
問
屋
た
ち

　
　
　
　
　
　
の
古
写
真

　
　
　
　
　
　
　
　  

郷
土
博
物
館

文
化
財
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ



令和 5年７月足 立 史 談第 665 号

生
や
す
な
ど
、
き
わ
め
て
特
異
な
風
貌
を

し
て
い
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
伊
藤
光
雲
や
川
玉
日
慧

の
詳
細
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
仏
師
名
な

ど
造
像
の
背
景
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
江

戸
時
代
の
感
得
信
仰
を
伝
え
る
貴
重
な
仏

像
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
六
年
度

に
文
化
財
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

■
地
震
の
被
害
と
修
理　

普
賢
菩
薩
像
は
、

地
震
に
よ
っ
て
倒
れ
、
左
右
の
体
側
部
が

外
れ
る
と
い
う
損
傷
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
真
國
寺
が
専
門
業
者
に
依
頼
し

修
理
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

修
理
内
容
は
、
表
面
の
汚
れ
除
去
や
、

は
ぎ
め
（
接
合
部
）
の
膠
（
に
か
わ
）
の

除
去
、
亡
失
・
欠
失
部
を
新
し
い
木
材
で

補
う
と
い
っ
た
も
の
で
す
。
ど
の
部
分
が

補
っ
た
部
分
な
の
か
を
後
世
の
人
々
が
わ

か
る
よ
う
に
詳
細
な
報
告
書
も
作
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
木
材
の
組
織
分
析
も

な
さ
れ
、
カ
ヤ
材
で
あ
る
と
い
う
新
発
見

も
あ
り
ま
し
た
。

　

文
化
財
は
、
災
害
な
ど
の
損
傷
に
対
し

て
、
適
切
な
修
理
を
し
な
が
ら
、
後
世
に

伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　
【
参
考
文
献
】

　
　
『
区
政
８
０
周
年
記
念
特
別
展　

足
立 

　
　

の
仏
像
』
足
立
区
立
郷
土
博
物
館
、 

　
　

平
成
二
十
四
年

※
本
修
理
の
一
部
に
は
、
足
立
区
か
ら
奨
励 

　

金
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

  （
文
化
財
係
学
芸
員　

佐
藤　

貴
浩
）

立
区
登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
制
作
者　

普
賢
菩
薩
像
は
寄
木
造
で
、 

頭
部
下
部
の
ホ
ゾ
（
突
起
）
を
体
部
へ
挿

首
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ホ
ゾ
に
「
寛
政

十
二
年　

庚
申
十
一
月
吉
日　

大
仏
師　

伊
藤
光
雲
作
」
と
墨
書
さ
れ
て
お
り
（
写

真
２
）、
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
制

作
さ
れ
た
も
の
だ
と
わ
か
り
ま
す
。
そ
し

て
、
背
面
下
部
に
は
「
感
徳
主　

加
州
金

澤
城
下　

寛
然
院
日
泰
聖
人　

弟
子　

川

玉
日
慧
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
ま
す
。
胎
内

の
法
華
経
巻
子
本
に
は
、
川
玉
日
慧
を
願

主
と
し
た
願
文
も
あ
り
ま
し
た
。

■
感
得
像
（
か
ん
と
く
ぞ
う
）　

川
玉
日
慧

は
「
感
徳
主
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
感

得
（
徳
）
と
は
、
高
僧
が
神
秘
的
な
宗
教

体
験
に
よ
り
、
仏
や
菩
薩
な
ど
の
姿
を
見

る
こ
と
で
、
そ
の
姿
を
像
に
し
た
も
の
は

感
得
像
と
呼
ば
れ
ま
す
。
つ
ま
り
普
賢
菩

薩
像
は
、
川
玉
日
慧
が
夢
の
中
で
見
た
姿

を
像
に
し
た
も
の
な
の
で
す
。

　

感
得
像
は
、
既
存
の
作
例
と
異
な
る
制

作
者
の
自
由
な
表
現
が
特
徴
の
一
つ
で
、

本
像
も
頭
部
に
一
条
の
帯
を
巻
き
、
髭
を

発
す
る
現
代
の
我
々
も
、
同
じ
よ
う
に
文

化
財
を
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
千
葉
県
北
西
部
地
震　

令
和
三
年
十
月

七
日
に
発
生
し
た
千
葉
県
北
西
部
地
震
は
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
五
・
九
を
記
録
し
、
足
立

区
で
も
震
度
五
強
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ

の
地
震
に
よ
り
、
真
國
寺
（
伊
興
五
―
一

―
一
）
が
所
蔵
す
る
足
立
区
登
録
有
形
文

化
財
（
彫
刻
）
の
木
造
夢
想
普
賢
菩
薩
立

像　

附
法
華
経
巻
子
本
（
も
く
ぞ
う
む
そ

う
ふ
げ
ん
ぼ
さ
つ
り
ゅ
う
ぞ
う　

つ
け
た

り
ほ
け
き
ょ
う
か
ん
す
ぼ
ん
、
以
下
普
賢

菩
薩
像
と
略
す　

写
真
１
）
が
損
傷
し
ま

し
た
。
今
回
は
こ
の
普
賢
菩
薩
像
の
歴
史

と
、
修
理
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
真
國
寺　

建
武
二
年
（
一
三
三
五
）
の

創
建
と
伝
わ
り
、
一
五
〇
〇
年
代
に
日
蓮

宗
に
改
宗
し
た
と
い
わ
れ
、
本
尊
は
釈

迦
牟
尼
仏
で
す
。
ほ
か
に
応
永
三
十
二

年
（
一
四
二
五
）
に
彫
ら
れ
た
と
伝
わ
る

日
蓮
上
人
像
や
、
江
戸
時
代
後
期
の
鬼
子

母
神
像
な
ど
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
貞

和
四
年
（
一
三
四
八
）
か
ら
文
亀
三
年

（
一
五
〇
三
）
ま
で
の
板
碑
も
、
四
基
、
足

■
文
化
財
と
災
害　

日
本
は
地
震
や
水
害

な
ど
の
災
害
が
多
い
国
で
す
。
そ
の
た
め
、

歴
史
上
、
文
化
財
が
被
害
を
受
け
る
こ
と

は
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
足
立

区
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
の
「
旧
和
井
田

家
住
宅
（
母
屋
）」〈
き
ゅ
う
わ
い
だ
け
じ
ゅ

う
た
く
（
お
も
や
）、
鹿
浜
二
―
四
四
―
一　

足
立
区
都
市
農
業
公
園
〉
は
、
安
政
大
地

震
（
一
八
五
五
）
を
乗
り
越
え
て
き
た
古

民
家
で
、
何
度
も
修
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
区
内
に
は
、
水
害
の
痕
跡
が
あ
る

文
化
財
も
あ
り
ま
す
。
文
化
財
は
、
こ
う

し
た
過
酷
な
環
境
の
中
で
、
先
人
た
ち
が

修
理
を
し
な
が
ら
長
い
間
守
り
伝
え
て
き

た
も
の
な
の
で
す
。
そ
し
て
、
災
害
が
多

（３）

写真１　全体像（修理後）
　　　　（像高　85.5㎝）

写真２  頭部ホゾ部分の墨書

は
い
文
化
財
係
で
す 

㊳

文
化
財
の
修
理

―
真
國
寺

 

木
造
夢
想
普
賢
菩
薩
立
像

　
　  

附
法
華
経
巻
子
本
―
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日
本
発
送
電
株
式
会
社
に
な
っ
て
か
ら
所
長

制
に
な
っ
た
ん
だ
。

■
台
風
で
大
わ
ら
わ

   

昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
九
月
、
昭
和

二
四
年
（
一
九
四
九
）
八
月
三
一
日
～
九
月

一
日
（
キ
テ
ィ
台
風
）
は
大
変
な
水
害
に
み

ま
わ
れ
た
。
配
電
盤
関
係
は
大
し
た
こ
と
は

な
か
っ
た
ん
だ
が
、
本
館
地
下
室
が
浸
水
し

て
押
込
送
風
機
を
は
じ
め
各
種
電
動
機
が
全

滅
、
モ
ー
タ
ー
の
乾
燥
に
忙
し
い
思
い
を
し

た
よ
。
キ
テ
ィ
台
風
の
と
き
は
修
理
を
一
部

外
注
し
た
ん
だ
が
、
物
資
不
足
の
頃
で
も
あ

り
、
か
な
り
の
日
数
を
要
し
て
困
窮
し
た
想

い
出
が
あ
る
ん
だ
。

　

新
入
社
員
研
修
時
、「
私
が
若
か
っ
た
頃
、

先
輩
は
仕
事
を
教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
仕
事
を
盗
ん
で
覚
え
る
し
か
手
が
な

か
っ
た
ん
で
す
よ
。
今
の
新
入
社
員
は
、
こ

の
よ
う
な
研
修
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
幸
せ

で
す
ね
。」
と
語
っ
て
い
た
言
葉
を
今
で
も

鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　（
註
）
発
電
所
の
稼
働
は
大
正
一
五
年
（
一
九 

二
六
）。
当
時
、
銀
行
の
初
任
給
が
五
〇
円

か
ら
七
〇
円
で
あ
っ
た
。『
値
段
の
明
治
大

正
昭
和
風
俗
史　

上
』（
週
刊
朝
日
編
）

【
訂
正
】　

史
談
六
六
一
号
「
お
化
け
煙
突
６
０
年
①
」

の
図
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
「
汽
缶
（
タ
ー
ビ
ン
）

運
転
に
関
す
る
諸
時
間
・
回
転
数
」
は
、
正

し
く
は
、「
汽
機
（
タ
ー
ビ
ン
）
運
転
に
関

す
る
諸
時
間
・
回
転
数
」」
で
す
。
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

た
り
で
、「
あ
い
つ
は
ダ
メ
だ
」
と
思
わ
れ

た
ら
、
ま
た
当
分
う
だ
つ
が
あ
が
ら
ず
、
補

機
運
転
の
下
回
り
か
配
電
盤
で
記
録
を
取
り

な
が
ら
、
コ
ケ
が
生
え
る
の
を
待
つ
ば
か
り

だ
っ
た
ん
だ
よ
。

　

な
ん
と
か
使
え
る
と
な
る
と
、
各
課
の
設

備
保
守
に
ま
わ
さ
れ
る
ん
だ
け
ど
、
こ
う
な

り
ゃ
し
め
た
も
ん
さ
。
故
障
個
所
も
熟
知
し

て
存
在
感
も
で
て
く
る
ん
さ
。
ボ
イ
ラ
ー
屋

の
怖
い
オ
ッ
サ
ン
に
「
で
ん
き
や
ぁ
～
」
と

大
声
で
ハ
ッ
パ
を
か
け
ら
れ
て
も
平
気
の
平

左
。
い
っ
ぱ
し
の
親
方
気
分
、
柳
に
風
と
受

け
流
し
て
い
た
ん
だ
。

■
安
全
も
へ
っ
た
く
れ
も
あ
る
も
ん
か
！

　

作
業
時
は
、
ナ
ッ
パ
服
に
吊
り
ズ
ボ
ン
、

カ
ン
カ
ン
帽
に
板
ゾ
ウ
リ
。
一
〇
〇
Ｖ
・

二
〇
〇
Ｖ
を
停
止
し
て
作
業
す
る
と
馬
鹿
に

さ
れ
る
か
ら
、
電
気
が
通
電
さ
れ
た
ま
ま
の

活
線
作
業
だ
っ
た
ん
だ
。
先
輩
か
ら
、「
気
を

つ
け
ろ
よ
！
」
と
言
わ
れ
る
け
ど
、「
感
電
す

る
な
よ
！
」
と
体
を
気
遣
っ
て
の
言
葉
じ
ゃ

な
い
。「
シ
ョ
ー
ト
（
短
絡
）
さ
せ
る
な
よ
！
」

と
い
う
意
味
だ
か
ら
乱
暴
な
話
だ
よ
な
。

■
電
気
課
作
業
係
渡
辺
千
代
美
係
長
の
話

東
京
電
燈
時
代
の
組
織

  
現
在
の
よ
う
な
機
構
で
は
な
く
、
今
の
所

長
に
あ
た
る
人
が
主
任
と
い
う
名
前
で
呼
ば

れ
て
い
た
ん
だ
。

　

社
員
は
一
〇
人
程
度
、
雇
員
（
準
社
員
）・

傭
員
（
臨
時
）
が
一
〇
〇
人
く
ら
い
だ
っ
た

か
な
ぁ
。
休
日
は
一
か
月
に
二
日
間
で
、
年

次
休
暇
も
五
日
く
ら
い
だ
っ
た
。

　

初
代
所
長
（
主
任
）
は
石
田
惣
太
郎
氏
で

育
も
皆
無
だ
っ
た
ん
だ
よ
。
先
輩
は
後
輩
に

自
分
の
知
識
を
な
る
べ
く
教
え
よ
う
と
せ

ず
、
電
気
配
線
の
工
事
を
し
た
と
き
な
ん
か

当
人
だ
け
が
自
分
の
図
面
を
訂
正
し
て
お

き
、
他
人
に
は
絶
対
教
え
な
か
っ
た
ん
だ
。

そ
う
、
虎
の
巻
と
し
て
懐
に
し
ま
い
こ
ん

じ
ゃ
う
ん
だ
よ
。
ひ
い
て
は
、
そ
の
虎
の
巻

を
も
と
に
仕
事
を
す
る
か
ら
、「
あ
い
つ
は

仕
事
の
で
き
る
奴
だ
。
優
秀
だ
。」
と
上
司

か
ら
も
同
僚
か
ら
も
一
目
お
か
れ
た
ん
だ
。

　

こ
の
た
め
、
後
輩
は
先
輩
の
仕
事
を
盗
む

し
か
な
か
っ
た
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
何
年

た
っ
て
も
仕
事
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
出
来

ず
。
成
績
の
悪
い
社
員
と
の
烙
印
を
押
さ
れ

て
し
ま
っ
た
ん
だ
。

■
三
〇
分
前
に
ゃ
出
勤
だ

　

新
人
は
先
輩
よ
り
三
〇
分
前
に
職
場
に

行
っ
て
お
湯
を
沸
か
し
な
が
ら
掃
除
を
し
、

先
輩
が
出
勤
し
て
き
た
ら
お
茶
を
入
れ
、
後

片
付
け
を
し
て
職
場
に
飛
ん
で
い
く
ん
だ
。

か
と
い
っ
て
、
一
丁
前
の
仕
事
が
あ
る
わ
け

で
な
し
、
道
具
の
持
ち
運
び
や
機
器
類
の
清

掃
な
ど
、
先
輩
の
指
示
を
受
け
、
一
日
現
場

を
飛
び
回
っ
て
い
た
ん
だ
。
そ
ん
な
中
で
少

し
ず
つ
仕
事
を
盗
ん
で
い
っ
た
の
だ
。

■
な
ん
と
か
一
人
前
に

　

こ
づ
か
れ
追
い
回
さ
れ
な
が
ら
三
年
も
た

ち
、
人
並
の
意
地
が
あ
れ
ば
曲
が
り
な
り
に

も
一
人
歩
き
が
で
き
る
ん
だ
け
ど
、
こ
の
あ

千
住
火
力
発
電
所
は
一
九
六
三
年
に
稼
働

を
停
止
し
、
翌
年
に
解
体
さ
れ
ま
し
た
。

発
電
所
の
終
焉
と
な
っ
た
六
〇
年
前
を
振

り
返
り
ま
す
。
元
千
住
火
力
発
電
所
の
職

員
格
和
宏
典
さ
ん
に
文
章
を
お
寄
せ
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

筆
者
が
入
社
し
た
昭
和
三
六
年
に
は
ま
だ

生
え
抜
き
の
先
輩
が
大
勢
い
ま
し
た
。
新
入

社
員
研
修
時
や
そ
の
他
の
場
で
語
っ
て
く
れ

た
思
い
出
話
を
紹
介
し
ま
す
。

■
電
気
課
運
転
係
大
野
孝
行
係
長
の
話

大
金
を
手
に
し
て
・
・
・

　

噂
話
だ
が
、
発
電
所
が
建
設
さ
れ
る
こ
ろ

一
反
歩
（
三
〇
〇
坪
）
を
一
〇
〇
〇
円
（
註
）

で
売
っ
た
人
が
、
か
な
り
の
現
金
で
貰
い
、

神
棚
に
上
げ
た
り
タ
ン
ス
に
入
れ
た
り
、
フ

ト
ン
の
下
に
入
れ
た
り
し
て
も
安
心
で
き

ず
、
夜
も
眠
れ
ず
お
か
し
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

■
昭
和
一
〇
年
頃
の
仕
事
の
仕
方

　

こ
の
頃
の
火
力
発
電
所
と
い
え
ば
千
住
火

力
と
鶴
見
火
力
の
二
か
所
で
、
発
電
は
冬
の

渇
水
期
の
み
、
渇
水
で
発
電
停
止
の
水
力
職

場
か
ら
人
員
応
援
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
水
力

に
水
が
戻
る
と
火
力
は
停
止
さ
れ
、
定
期
検

査
に
入
っ
た
ん
だ
。

　

そ
し
て
、
労
働
基
準
法
も
関
係
な
く
、
安

全
面
も
非
常
に
ル
ー
ズ
だ
っ
た
し
、
社
員
教 

（４）

お
化
け
煙
突
60
年
④ 

先
輩
の
思
い
出
話


